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地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
市
内
十
二
の
地
区
に
設
置

２

月
６

日
に
本

庁
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
が
結

成
さ
れ
た
こ
と

に

よ
り
、
市
内
十
二

の
地
区
に
地
区

社
会
福
祉
協
議

会
が
設
置

さ
れ
ま

し
た
。

地
区

社
協
は
、
住
民
の
主
体
的

な
福
祉
活
動

を
基
礎
と
し
て
、「
自

分
た
ち
の
地
域

の
福
祉
課
題
は

、
ま
ず
自
分

た
ち
で
取

り
組

も
う
」

と
い
う
住
民
意

識
の
も
と
に
組

織
さ
れ
ま
し
た

。

今
後

、
地
域

に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
の
参
加

・
協
力
に
よ
っ
て

、

身
近
な
地
域

の
福
祉
活
動
が

さ
ら
に
活
発
に
展

開
さ
れ

る
こ

と
が
望

ま
れ
ま
す

。

各
地
区
社

協
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
務
所
（
下

記
一
覧
表
）

を
活
動

拠
点
と
し
て

、
総
合
相
談
機

能
や
福
祉
関
係
団

体
の
事
務
所

機
能
な

ど
の
充
実

・
発
展
に
取
り
組

み
、
地
域
の

福
祉
活
動

を
支

援
し
ま
す

。

嚮
胚
松
戸
市

社
会
福
祉
協

議
会

容
3
6
8
・
0
5
0
3

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
次

の
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。

ふれあい会食会で、フラダンスを見ているお年寄りたち（六実市民センター）

地
域

住

民

の
窓

口

機

能

○
地
区

内
で
の
ふ
れ
あ

い
、
支
え

あ

い
、
見
ま
も
り
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
。

Ｏ
地
域

の
中

で
民

間
の
福

祉
活
動

を

し

て

い
る
団
体

の
組
織

や
活
動

内
容

が
知

り
た

い
。

○
民

間

の
福

祉
サ

ー

ビ
ス
に

つ

い
て

教
え

て

ほ
し

い
。

○

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動

を
身
近

な
所

で

し
て
み

た

い
。

○
地
域
活
勤
に
特
技
生
か
し
た
い
。

○

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動

に
関

す
る
保

険

の
種

類
や
手

続
き

が
知
り

た

い
。

○
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア

グ
ル

ー

プ
を
作

る

に
は
ど
う

し

た
ら

い
い
か

。

○
日

常

の
生
活

で

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

の

協

力
を

お
願

い
し
た

い
。
な
ど

の
日

常

生
活

の
相

談
窓
口

と
し

て
。

地

域

の

福

祉

関

係

団

体

の

事

務
所

機

能
○
会
議

の
資
料

を
印

刷
し
た

い
。

○
地
域
に
事
業

を
広
く
知
ら
せ
た

い
。

○
役
員

の
打
ち

合

わ
せ
を
し

た

い
。

○
地
域

の
問
題

を
他

団
体
と

協
議
し

た

い
。
な

ど
の
福

祉
関

係
団
体

の
事

務
所

と
し

て
。

福

祉

関
係

情
報

の

集

積

機

能

○
行

政
や
市

社
会
福

祉
協

議
会
等

と

の
連

携
に

よ
り
最

新
情

報
を
集

め
て

お
く

。

○
関

係
団
体

が
持

つ
福
祉

関
係

情
報

を
集

め
て
問
題
解
決
に
結

び
つ
け
る
。

な

ど
の
福

祉
関

係
情
報

や
地
域

の
福

祉

ニ

ー
ズ
の
集

積
場
所

と
し

て
。

地区社会福祉協議会所在一覧表本庁地 区
明第1地区明第2地区矢切地区

東部地区馬橋地区
常 盤 平 地 区
常盤平団地地区

4
月
1
日
か
ら

一
部
公
共
料
金
の
消
費
税
率
を
五
％
に

市

で
は

、
公

共
料

金
に

加
算
す

る
消

費
税
率

を
、
五
％

に

改
定

さ

れ
た
平
成
９
年
４
月
１
日
以
降
も
、

三
％

に
据
え

置

い
て
き
ま

し
た

。

し

か
し

、
一
部

の
公

営

企
業

で

は
国

に
納

め
る
消

費
税
五
％

と

の

差
額

負
担

が
経
営

を
圧
迫

し
、

こ

れ
以

上
三
％

に
据
え

置
く

こ
と

が

困
難

に
な

っ
て

き
ま
し

た
。
こ

の

た

め
、
次

の
料
金

等
に
加

算
す

る

消
費
税
率
を
、
４
月
Ｉ
日
か
ら
五

％
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

皆

さ
ん

の
ご
理
解

と
ご
協
力

を
お

願
い
し
ま
す
。

五香六実地区小金地区

人 口 と 世 帯　2 月1日現在

新松戸地区

人口

男

女

世帯

主な内容

地域振興券交付事業を
実施します

介護保険制度の仕組み

地
域
の
福
祉
活
動
を
支
援
し
ま
す

2/25

小金原地区

都市計画マスタープラン案を

作成

情報チャンネル

東部市民
センター

馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー

常 盤 平 市 民 セ ン タ ー

※3 月2日から

総合福祉会館 古ケ崎市民センタ

市 社 会 福 祉 協 議 会

(松戸第一生命ビ ル内)

所 在地 区

本 庁

明 第 １

明 第２

矢 切

東 部

馬 橋

常盤平

常盤平
団 地

五香六
実

小 金

小金原

新松戸

改
定

す
る
料
金
等

▼
下
水
道
使
用
料

鵞
下
水
道
普
及
課

登
3
6
6
・
７
３
６

▼
市
営
水
道
料
金
、
給
水
申
込
納

付
金
、
水
源
費
負
担
金

圜
水
道
部
総
務
課
登
3
4
1
・
０
４
３

▼
市
立
病
院
・
東
松
戸
病
院
お
よ

び
老
人
保
健
施
設
梨
香
苑
の
診
断

書
、
特
別
室
使
用
料
な
ど

醫
市
立
病
院
医
事
課

昔
沺
・
２
１

７
１
、
市
立
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー

東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

容
沺

・
5
5
0
0

馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

小金原支所

六実市民

センター別館

小
金
市
民
セ
ン
タ
ー



広報ま つ ど1999 年(平成11年)2月25日

地域振興券交付事業を
実施します

市
で
は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
で
あ
る
「
地
域
振
興
券
交
付

事
業
」
に
基
づ
き
、
若
い
親
の
子
育
て
を
支
援
し
、
ま
た
老
齢
福
祉
年

金
等
の
受
給
者
や
所
得
が
低
い
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
地
域
振
興
券
を
発
行
し
、
交
付
し
ま
す
。

嚮
松
戸
市
地
域
振
興
券
推
進
本
部
事
務
局
a
3
6
6
・
2
9
3
2

交

付

対

象

者

別
表
の
と
お
り
で
す
。

広
報
ま
つ
ど
２
月
５
日
号
の
対
象

者
二

覧
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申

請
方
法

交
付
対
象
者
は
、
市
へ
の
申
請
（
十

五

歳
以
下

の
お
子

さ
ん
を

持

つ
世
帯

主
の
対
象
者
を
除
く
）
が
必
要
で
す
。

交
付

対
象

ど
思

わ
れ

る
人
に

は
申

請
書

を
３
月

１
日

に
発

送
し
ま

す

の

で
、
必
要

事

項
を
記

入
し

、
同

封

の

地域振興券交付対象者かどうか、下の図で確認してください（基準日は平成11年1月1日です）

図Ⅰ　次の①～③のいずれかに該当しますか？

返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お

自
分

が
該
当

す

る
と
思
弓

人

で
申
請

書

が
届

か

な

い
場

合

（
平

成

1
0年
１

月
２
日

以
降

転
入

さ
れ

た
六

十

五
歳

以
上

の
人

な
ど
）

は
、

お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。
該

当
者

確
認

の
上
、

申
請

書
を

送
付
し

ま
す

。

交
付
方
法

十
五
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
を
持
つ

世
帯
主
の
人
に
は
、
地
域
振
興
券
を

配
達
記
録
郵
便
で
３
月
2
0
日
か
ら
配

達
を
開
始
し
ま
す
。

い

い

え

交
付
対
象
者
で
す

図Ⅱ　次の項目にしたがっておすすみください

いいえ

そ
れ
以

外

の
対
象

者
に

は
、
３
月

1
0
日
ま
で
に
申
請
書
を
返
送
し
た
人

に

地
域

振
興
券

を
配

達
記
録

郵
便

で

３

月
2
0
日

か

ら

配

達

を

開

始

し

ま

す

。
以

後
届

き
次
第

随
時
発

送
し

ま

す
。
で
き
る
だ
け
早
く
申
請
書
を
返

送

く
だ

さ

い
。

転

出

・

転

入

す

る

人

へ

の

交

付

①
１

月
1
9日

奥
ま
で

に
市
外
へ

転
出

す

る
人

転
出
先

の
市
区

町

村
で
交

付

さ
れ

ま

す

。
転
出
届

の

際
に
発
行

さ

れ
る

地

域
振
興

券
未
受

領
証

明
書

の

ほ
か

に

他

の
書
類

も
必
要

に
な

る
こ
と

が

あ
り
ま

す
。
詳

細

は
、
転
出

先

の
市

区
町

村
へ
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

②
3
月
2
0
日
出
以
降
に
市
外
へ
転
出

す

る
人

松
戸
市
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

⑤
前

住
所
地

の
交

付

開
始

さ
れ

る
日

以
前
に
松
戸
市
に
転
入
し
た
人

松

戸
市
で

交
付

さ

れ
ま

す

。

④
前

住
所
地

の

交
付

開
始

さ
れ

る
日

以
降
に
松
戸
市
に
転
入
し
た
人

前

住
所
地

で
交

付

さ
れ
ま

す
。

※
交

付
対
象

者
で
３

月
1
8日

・
1
9日

に

転
出
届

を
提
出
す

る
予

定
の
人

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

交

付

対

象

者

の

皆

さ

ん

へ

市

が
発
行

し

た

ポ
ス

タ
ー
お

よ
び

ス
テ

ッ
カ

ー
が
掲

示
し
て

あ
る

お
店

で

、
地
域
振

興
券

が
使
用

で
き

ま
す

。

交

付

対

象

者

で

は

あ

り

ま

せ

ん

い い え

⑤ 次の年金受給者ですか？

障害基礎年金 年金コード「535 」「062 」

遺族基礎年金年金コード「645」「072」

「082 」「102 」

扶養をされていましたか？
い
い
え

い
い
え

特

定

事
業

者

の
皆

さ

ん

へ

継

続
募
集
に
つ
い
て

特
定
事
業
者
の
募
集
を
３
月
3
1日

ま
で
継
続
し
ま
す
。

会
場
市
役
所
別
館
一
階
会
議
室
（
防

災
対
策
室
隣
）

時
間
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時

3
0
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

登
録
証
明
書
の
送
付
に
つ
い
て

２
月
1
7
日
ま
で
に
登
録
を
済
ま
せ

た
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
３
月
上
旬

に
登
録
証
明
書
を
申
請
者
へ
送
付
し

ま
す
。
登
録
証
明
書
は
、
銀
行
へ
の

交
　
付

対

象

者

で

す

※②、③、⑤については、15歳以下を除く

(※扶養とは、夫や妻および親族が税金の申告であなたを控除対象としている場合)

在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
は
、
在

宅

で
寝
た

き
り

や
痴
呆

で
日

常
生
活

に
介
護

を
必
要
と
す

る
お
年

寄
り
と
、

そ

の
介
護

者

の
負

担

を
軽
く

す

る
た

め

に
、
在

宅
介

護
に

関
す

る
相
談

を

受

け
、

必
要

な

保
健
・
福

祉

サ

ー
ビ

ス

の
紹
介

・
連

絡

・
調

整
な

ど
を
し

て

い
ま

す
。
中

央

・
新

松
戸

地
区

・

小

金
原
地
区

・
東
部
地
区

・
五
香

六

実
地
区

に
続

い
て
の
オ

ー
プ
ン
で
す
。

小 金地区 在宅介護 支援セン ター

所在地大谷口133 の1（大倉記念病

院に併設）昔3∠囗－6ﾜ11

常盤平地区在宅介護支援センター馬橋地区在宅介護支援センター

所在地 西馬橋幸 町23（老人保健施設

偕楽園 に併設) O340-1355

市
・
県
民
税
の
申
告
は
３
月
1
5日
側
ま
で
で
す

住
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

申
告
を
す
る
人
・
：
平
成
1
1
年
１
月

１
日

現
在

、
市

内
に
住

ん
で

い
て
、
1
0

年

甲
に
①
所

得

が
あ

っ
た
人
②
退

職

し
た
人
⑤
所
得
が
な
く
、
ど
な
た
の

扶
養

に
も

な

っ
て

い
な

い
人
④

給
与

所
得

以
外

の
所
得

が
二

十
万

円

以
下

の
人

（
確
定

申
告

の
必
要

は

あ
り
ま

せ

ん

が
、
市

・
県

民
税

の
申

告

は
必

要
で

す
）
な
ど

※
申

告
を
し

な

い
場
合

、
各
種
手

続

き
に
必
要

な
証

明
書

等
の
交
付

が

受

け
ら

れ
ま
せ

ん

。
　

申

告

を
し

な
く
て

も
よ

い
人
・：

①

給
与

所

得

の
み

で
、
勤

務
先

か

ら
給

与
支

払
報

告
書

が
市
役
所

に
提

出

さ

れ
、
住

民
税

が
天

引
き

さ
れ

る
人
（
勤

務
先
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）
②
所

得
税

の
確
定

申
告

書
を
提

出
す

る
人

準
備

す

る
も
の
：

①

収

支

の
分

か

る
帳

簿
な

ど
②
源

泉
徴

収
票

・
給
与

明
細
書
・
支
払
調
書
な
ど
③
1
0
年
中

に
支
払

っ
た

健
康

保
険
料

・
国

民
年

金

保
険

料

・
生
命

保
険
料

・
損

害
保

険

料

・
医
療

費

な
ど

の
領

収
書

ま
た

は
証
明
書
④
印
鑑
⑤
配
偶
者
の
収
入

が
分

か
る
も

の

受

付
期

間
・：
３

月
1
5
日

丱
ま

で

の

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

受
付

会

場
・：
市

役
所

本

館

二

階
大

会

議

室
ま

た

は
各

支
所
（
た

だ
し

３

月
１
日
丱
か
ら
常
盤
平
・
新
松
戸
支

所

は
各

市

民

セ

ン

タ

ー

と

な
り

ま

す
）
※
郵

送
に
よ

る
申

告
も
受

け
付

け
ま

す

。

※
期

間
中

は
駐
車
場

が
大

変
混

雑
し

ま

す
。
車

で

の
来
庁

は
ご
遠

慮
ぐ

だ

さ

い
。

醋
市

民
税
課

登
3
6
6
・
7
3
2
2

図
Ⅱ
へ
お
す
す
み
く
だ
さ
い

15歳以下の子どもがいる家の世帯主

(昭和58年1月2日以降に生まれた子どもがいる家の世帯主)

は

い

老齢福 祉年金受給 者

障害 基礎 年金 年金 コード 「635 」「265 」受 給者

遺族基礎年金年金コード「275」「285」受給者

児童扶 養手当受給者

特別児童 扶養手当 の支給に かかわる障害 児

障害児 福祉手当受 給者

特別障害者 手当受 給者

福祉手当 （経過措置 分）受 給者

原爆被爆 者諸手当受 給 者

（医療特別手当 、特別手 当 コ 呆健 手当 、健康 管理手当受 給者）

生活保護 を受 け ている 人

特別養護老人ホームや障害者(児）入所施設等の社会福祉施設入所者

非課税、均等割のみが課税 所得割が課税

扶養者の平成10 年度の市民税は？

④65歳以上ですか？

（昭和9年1月1日以前誕生者））

は い

平成10 年度の市民税は？

所得割が課税 均等割のみが課税 非課税

は い

平成10 年度の市民税は？

所得税が課税、均等割のみが

課税

3ヵ月を超えて病院等への入院または老人保健施設等に入所していましたか？

(平成10 年9月30 日以前から平成11 年1月１日までの間)

は い

障害者や痴ほうのため常時介護を必要としていましたか？

(平成10 年ﾜ月１日以前から平成11 年1月１日までの問、常に

介護を受ける状態が継続した者)

均等割のみが

課税

非課税

扶養者の平成10年度の市民税は？

はい

所得割が課税

小金地区

在宅介護支援センター

馬橋地区

在宅介護支援センター

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が

三
ヵ
所
オ
ー
プ
ン

所在地常盤平7の5の2（常盤平記念
病院に併設) 0394 ―5225

常盤平地区

在宅介護支援センター

換
金
取
次
請
求
書
を

提
出
す
る
際
必
要
で

す
の
で
大
事
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

は

い



広報ま つ ど1999 年(平成11年)2月25日

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

第
十
回

介 護 サ ー ビ ス 計 画 の 具 体 例

〔要介護3 （重度）の場合〕

訪問型（訪問サービ スに重点をおいた計画）

川井

敏久予算編成を終えて

依

頼
し

て
作

成
し

て
も
ら

い
ま

す
が
、

利

用
者

自
身

で
作

成
す

る
こ
と

も
で

き
ま
す

。
作

成
費
用

は
全

額

保
険
か

ら
支
払

わ

れ
る

の
で
利
用

者
負

担
は

あ
り
ま

せ

ん
。
　
　

。

介

護

支

援
専

門

員

は

、
「
要

介

護

者

の
自

立
支

援
」

と

「
介

護

者
の
負

担

軽

減
」

の
た

め
に
利
用

者

や
家
族

と
相

談
し
、

希
望

を
尊

重
し

て
サ

ー

ビ

ス

の
種

類

や

回
数

を

決

め
た

り

、

サ

ー
ビ
ス

を
提
供

す

る
事
業

者
ど
連

絡

や
調
整

を
し

て
、
介

護
サ

ー

ビ
ス

計
画

を
作
成

し
ま

す

。
こ

の
介

護
サ

ー

ビ
ス
計

画

の
も

と
で
サ

ー
ビ
ス

が

提
供

さ
れ
ま
す

。
上
表

は

一

つ
の

例

で
す

。
参

考
に
し

て
く

だ
さ

い
。

●
お

知

ら
せ

介
護
保
険
制
度
に
参
入
を
予
定
し

て
い
る
事
業
者
で
、
現
在
、
県
と
市

で
把
握
し
て
い
る
人
に
供
給
量
の
見

込
み
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
、
調
査
票
が
届

か
な

か
っ
た
人
で
参
入
を
予

定
し
て
い
る

人
は
、
介
護
保
険
準
備
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
一
向
に
よ
く
な
ら
な
い

景
気
が
少
し
で
も
回
復
し
て
ほ
し

い
と
、
地
域
振
興
券
が
全
国
の
各

自
治
体
で
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
、
松
戸
市
で
も
３
月
2
0
日
か

ら
交
付

さ
れ
ま
す
。
地
域
振
興
券

の
使
用
で
景
気
の
回
復
が
図
ら
れ
、

市
内
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
併
せ

て
商
業
振
興
に
な
れ
ば
よ

い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
取
扱
店
の

再
募
集

を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
込
ん
で
い

た
だ
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

現
在

の
厳
し

い
経
済
情
勢
を
反

映
し
、
県
の
平
成
1
1
年
度
一
般
会

計

当
初
予
算
案

は
、
二
年
連
続
で

・
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

松
戸
市
に
お
い
て
も
、
数
年
次

に
わ
た
る
減
税
の
実
施
や
景
気
低

迷

の
影
響
を
受
け
、
収
入
の
大
半

３月１日(月)～７日(日)

春の火災予防運動を実施

を
占
め
る
市
税
等
の
財
源
確
保
が

非
常
に
難
し
い
状
況
と
な
っ
て

い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
1
1年
度

の
一
般
会
計
当
初
予
算
㈲
は
総
額

一
千
八
十
六
億
二
千
万
円
の
前
年

度
比
一
・
一
％
減
で
平
成
７
年
度

予
算
以
来

の
マ
イ

ナ
ス
予
算
に
、

特
別
・
企
業
会
計
を
含
む
全
会
計

の
当
初
予
算
慟
で
は
一
千
九
百
七

十
七
億
六
千
二
百
三
十
八
万
四
千

円
で
前
年
度
比
〇

・
八
％
の
減
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
極
め
て
厳
し
い
財

政
事
情
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
、

余
裕
教
室
を
活
用
し
た
在
宅
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
な
ど
、
福
祉
、
保
健
・
医
療
等

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
生
活
に
直

結
し
た
各
種
施
策
・
事
業
に
つ
い

３
月
１
日

収

か
ら

７
日
収

ま
で

の

一
週
間

、
全
国

一
斉

に
春

の
火
災
予

防

運
動

が
実
施

さ
れ

ま
す

。

消
防
局

で

は
、
予

防
運
動

期
間

を

重

点
に
放

火
火

災
予

防
対

策
を
市

民

ぐ

る
み

で
実
施

し
ま

す

。

昨
年

一
年
間

の
火

災
原
因

の
第

一

位

は
放
火

、
そ

し
て

第
二
位

は
放

火

の
疑

い
で
す

。
こ

れ
ら
を

合
わ
せ

る

と
火
災

総
件

数
の
三

六
％

に
も
上

り

ま
す

。

ま
た

、
昨
年

の
年

末
か
ら
今
年

に

か
け

て
放
火

が
多
発

し

、
消
防

局
で

は
警
戒

を
強

め
て

い
る
と
こ

ろ
で

す
。

大切な郵便物。郵便受けにも十分注意を

て
は
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
き

め
細
か
い
注
意
を
払
い
増
額
・
拡

充
を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
現
在
の
財
政
状
況
を

考
え

、
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
の

発
行
額
を
抑
制
し
て
市
債
残
高
を

減
少
さ
せ
、
財
政
の
健
全
化
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
財
政
の
健
全
化
に
つ
い

て
は
、
昨
年
設
置
し
た
「
財
政
改

革
推
進
本
部
」
お
よ
び
「
財
政
改

革
委
員
会
」
で
、
種
々
検
討
を
行

っ
て
お
り
、
近

い
う
ち
に
改
革
案

が
示

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
「
す
べ
て
の
市
民
が
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
」
に
全
力
を
注
い

で

い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

放
火
犯

は
、

憤
怒

・
好
奇

心

・
ス

リ

ル
等

で
夜
陰

に
ま

ぎ
れ

て
行

動

す

る
こ
と

が
多
く

、
放
火

を
防

ぐ
こ

と

は
非
常

に
難
し

い
も

の
で

す
。

し
か
し

、
少

し
で

も
放
火

犯
に

ス

キ
を
与
え

な

い
よ
う

、
地
域

ぐ

る
み

で

「
放

火

さ
せ

な

い

・
放
火

さ

れ
な

い
環

境
づ
く

り
」
に
努

め
ま
し

ょ
う

。

放

火

さ

れ

や

す

い
物

▼
夜
の
う
ち
に
出
さ
れ
た
ご
み
集
積

所
の
ご
み

▼
家
の
周
り
に
置

い
て
あ
る
古
新
聞

・
古
雑
誌
な
ど

▼
夜
間
、
取
り
込
ん
で
な
い
洗
濯
物

や
一
日
中
入
っ
て
い
る
玄
関
ポ
ス

ト
の
新
聞
チ
ラ
シ
な
ど

醫
消
防
局
救
急
防
災
課
指
導
係
昔
沺

市民の皆さんの声を直接お聞きするた

め、市長室直通のファックスと、市長専

用のメールボックスを設置しています。

市政に関して感じていることや建設的

なご意見をお寄せください(1 月末現在の

ファックス受信件数は526件、直通メー

ルの受信件数は64 件)。

FAX 366-2301

メールアドレス

mayor.matsudo@intership.ne. jp

ニ
ュ
ー
起
震
車
登
場

新

型

の
起

震
車

が
消

防
局
に
配

置

さ
れ
ま
し

た

。

従

来

の
二

代
目

起
震

車
は
十

年

間

で
約
六
万

人

の
市

民

を
乗
せ

、

退
役

す

る
こ
と

に
な
り

ま
し
た

。

ま
た
、

市
民

の
起
震

車
に
よ

る

地

震
体

験
は
、

昭
和
五

十
二
年

に

配

置
さ

れ
た
初
代

の
起

震
車
と

あ

わ
せ

る
と
約
十
四
万
人

、
市
民
三
・

三

人
に

一
人

が
利
用
し

た
こ

と
に

な
り
ま

す
。

消防局に配置された3 代目の起震車

三

代

目

起

震

車

の

特

徴

○

過
去

の
大
地

震

の
再

現

、
そ
し

て
大

規
模
地

震
、

直
下
型

地
震

を

よ
り

リ
ア

ル
に
体

験
で

き
ま
す

。

○

発
動

発
電
機
（
騒

音
防
止
付

き

）

車
両

の
エ
ン

ジ
ン
を
止

め

て
装

假

を
作
動

す
る
た

め
静

か
に
体

験

で

き
ま
す

。

○

視
聴

覚
装
置
（
音
響
映

像
装
置

）

イ

ベ
ン
ト
用

拡
声
装
置

、

広
報

表
示

装
置

な
ど

が
あ

る
の
で
多

目

的

用
途
に

使
用

で
き
ま

す

。

○

発
動

発
電
機

が
非

常
電
源

と
し

て
活

用

で
き

る
た
め

災
害
時

に
も

対

応
で

き
ま
す

。

起
震
車
体
験
の
申
し
込
み
は
、

市

内
各
消
防
署
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

醫
消
防
局
救
急
防
災
課
指
導
係
容

沺
・
1
1
1
1

隰
沺
・
１
１
９
り
７

市
内
の
交
通
事
故
一
万
件
を
突
破

シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

平
成
1
0
年
中

市
内

で
は

、
一
日

当

た
り
平

均

約
二
十

八
件

の
交
通

事
故

が
発
生
し

ま
し

た
。

事
故

分
析

結
果

は
、
市
内

居
住

の
運

転
者

が
約
五
二
％

、

事
故

の

多

い
場

所

は
、
交
差

点
付
近

が
約

六
八
％

と
高

率
に
な

っ
て

い
ま
す
。

原

因
別
で

は
、

運
転
者

の
初
歩

的
ミ

ス
で

あ
る
安

全
不
確

認

・
前

方
不

注
意

が
約
六
四
％

し
｀
な

っ
て

い
ま

す

。

死
亡
事
故
は
十
八
件
発
生
し
、

そ
の
う
ち
国
道
六
号
線
が
九
件
と

圧
倒
的
に
多
く
、
ま
た
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
が
六
人
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

交
通
事
故
で
、
あ
な
た
を
守
る

の
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
す
。
車
内

で
の
衝
突
・
危
険
な
車
外
放
出
を

防
ぎ
ま
す
の
で
着
用
を
習
慣
づ
け

ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
運
転
だ
け
に
専

いざというときのため、シ ー

トベルトを着用しまし ょう

念
し
、
安
全
な
走
行

を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

醫
松
戸
警
察
署

容
沺

・
0
1
1
0

松
戸
東
警
察
署

昔
謝

・
0
1
1
0

要
介
護
認
定
を
受
け
た
後
、
実
際

に
「
ど
の
よ
う
に
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
の
か
」
を
具
体
的
な
計
画

に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
ふ

る
い
、
全
国
で
多
く
の
方
が
亡
く

な
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
出

か
ら
帰
っ
た
と
き
に
は

、

手
洗

い
や
う

が
い
等
を
心
掛
け
る

な
ど
、
皆
さ
ん
に
は
、
く
れ
ぐ
れ

も
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思

い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
や
小
さ

な
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
で
は

十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新年度予算の記者会見に臨む市長

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
放
火

かかりつけ医について

こ
の
計
画
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
と

い
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
介
護
支
援

専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ヤ
士

に

気をつけて　はじめはすべて　小さな火

市長

室・

発
介護保険制度では、かかりつけ医が重要となりますの

で、日ごろから自宅の近くにかがりつけ医を決めておく
ことを心掛けてください。

午

前

午

後

短期入所＝６ヵ月に3週間

福祉用具貸与＝車いす・特殊寝台・マットレス

訪問看護 訪問介護 訪問介護
通所介護

または

通所リハビリ

テーション

通所 介護

また は

通所 リハビ リ

テーション

訪 問 介 護（巡 回 型）

介
護
サ

ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
）

に

つ
い
て
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魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
案
を
作
成

松戸市都市計画マスタープランは、おおむ

ね20 年後の平成32 年(2020 年) を目標年次

として、松戸市の都市計画に関する基本的な

方針を定めるものです。現在、平成11 年度の

公表に向けて策定作業を進めていますが、こ

のほど｢ 案｣ がまとまりましたので、お知ら

せします。

この｢ 案｣ は、昨年公表した｢ 素案｣ をもと

に、公聴会や地域別説明会、アンケートなど

で寄せられた市民の皆さんのご意見を検討し

ながら、作成しました。

なお、｢案｣ は、都市計画課のほか、支所、

図書館(本館・分館)でご覧になれます。また、

市のホームページ(URL http://ｗｗｗ.intership.

ｎｅ.jp/ｍａtsｕdo/)でも、概要を掲載していま

すのでご利用ください。

[圈都市計画課公366-7372

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
全
体
像

全体構想

「 住んでよい まち ・訪ねてよい まち」の 実現を 目指し ます

将来都市像と実現に向けた基本方針

都
市
整
備
の
目
標

住
ん
で
よ
い
ま
ち
・
訪
ね
て
よ
い
ま
ち

●
充
実
し
た
生
活
都
市
づ
く
り

●
活
力
あ
る
交
流
都
市
づ
く
り

●
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用

地

域

別

構

想

主
要
な
取
り
組
み

▼
松
戸
地
域

○
松
戸
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

商
業
・
業
務
集
積
空
間
の
形
成

Ｏ

内
環
状
道
路
と
駐
車
場
の
整
備

○
松
戸
駅
東
口
の
駅
前
広
場
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備

○
江

戸
川
左
岸
道
路
の
整
備

○
江

戸
川
舟
運
の
推
進

▼
矢
切
地
域

○
矢
切
駅
周
辺
の
整
備

○
川
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流
拠

点
の
整
備

○
矢
切
の
斜
面
林
の
緑
地
保
全
地
区

の
指
定

○
柿
ノ
木
台
公
園
を
地
域
公
園
と
し

て
整
備

○
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
東
京

外
か
く
環
状
道
路
や
地
下
鉄
1
1
号
線

整
備
と
一
体
と
な
っ
た
計
画
的
な
土

地
利
用
の
実
現

※バリアフリー＝障害者や高齢者が社会生活を行う 上での障害（物理的な 物・制度 ・文化 ・意識など）を除去すること

アメニティ＝好ましい場 （快適で美しく 雰囲気のある環境など）の質を示す概念

▼
明
地
域

○
み
の
り
台
駅
周
辺
の
整
備

○
国
分
川
の
多

目
然
型
護
岸
の
整
備

と
周
辺
の
農
地
・
斜
面
林
の
保
全
に

よ
る
緑
豊
か
な
空
間

づ
く
り

○
上
本
郷
地
区
に
お
け
る
斜
面
林
の

保
全
と
活
用

▼
古
ヶ
崎
地
域

○
北
松
戸
駅
西
口
周
辺
地
区

の
広
域

交
流
拠
点
化

○
密
集
市
街
地
の
環
境
改
善

○
支
所
の
新
設

○
坂
川
な
ど
の
河
川
沿
い
の
水
辺
空

間
の
整
備

○
地
域
公

園
の
整
備
（
地
域
南
側
の

江

戸
川
沿
い
）

▼
新
松
戸
地
域

○
新
松
戸
駅
周
辺
の
交
流
拠
点
と
し

て
の
整
備

○
馬
橋
駅
周
辺
の
整
備

○
密
集
市
街
地
の
環
境
改
善

○
け
や
き
通
り
の
延
伸
と
生
活
軸
の

形
成

○
（
仮
称
）

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
健

康
の
里
の
形
成

○
常
磐
新
線
や
幹
線
道
路
整
備
に
伴

う
市
街
化
調
整
区
域
の
計
画
的
な
土

地
利
用
の
実
現

▼
小
金
地
域

○
北
小

金
駅
周
辺
の
整
備
（
商
業
地

の
整
備
、
交
通
結
節
機
能
の
強
化
）

○
船
橋
関
宿
線
の
整
備
の
促
進

○
歴
史
資
源
の
保
全
と
活
用
（
本
土

寺
・
東
漸
寺
、
本
土
寺
参
道
な
ど
）

○
地
域
公
園
の
整
備

▼
馬
橋
地
域

○
新
松
戸
駅
東
側
の
整
備
（
面
整
備

に
よ
る
交
通
基
盤
の
整
備
な
ど
）

○
馬
橋
駅
東
口
周
辺
の
整
備

○
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
1
5号
線

の
延
伸
の
検
討

○
地
域
公
園
の
整
備
（
地
域
南
側
の

市
街
化
調
整
区
域
）

▼
小

金
原

地
域

○
セ

ン

タ
ー
地
区

の
整
備

（
商

業
活

性
化

、
多
世

代
対

応

の
住

宅
供

給
な

ど
）

Ｏ

艮
好

住
宅

地

の
環
境

保
全

○
船

橋
関

宿
線

の
整
備

の
促

進
と
、

そ

れ
に
併
せ

た
市
街

化
調

整
区

域

の

方

向
性

の
検

討

○
根

本

内
城
址

の
整
備

○
上

富
士

川

の
水

辺
空

間
の
整

備

・

保

全
▼
常

盤
平

地
域

○
2
1
世
紀
の
森
と
広
場
の
文
化
交
流

拠
点

と
し

て

の
育

成

・
整

備

○

武
蔵
野

線
新
駅
「
（
仮
称
）
千

駄
堀

駅
」

設
置

の
要
請

と
、

新
駅
設

置
を

想

定
し
た
千

駄
堀

地
区

の
面
整

備

○

八
柱
駅

周
辺

の
整
備

（
交

流
拠
点

と
し

て

の
機
能

の
充
実

、
北
口

整
備

な

ど
）

○
大

規
模

住
宅
団

地

の
環

境

保
全
と

魅
力

づ
く

り

▼
六

実
地

域

○

六
実
駅

周
辺

の
整
備

（
駅
前

広
場

な

ど
の
交

通
基

盤
整
備

、
商

業
空
間

の
整

備
な

ど
）

○

良
好
住

宅
地

の
環

境
保
全

○

幹
線
道

路
網

の
整
備

（
都
市

計
画

道

路
３

・
１

・
２

号
線

、
３

・
４

。

1
7号

線
な

ど
）

▼
東
部
地

域

○

東
松
戸

、
秋

山
、
松

飛
台

の
各
駅

周

辺
の
整

備

（
商

業
施
設

や
公

共
施

設

の
整
備

な
ど
）

○

幹
線
道

路

の
整

備

の
推
進

○
国

分
川

の
多
自

然
型

護
岸

の
整
備

と

周
辺

の
農
地

・
斜
面

林

の
保
全

に

よ

る
緑
豊

か
な
空

間

づ
く
り

○

地
域
公

園

の
整

備

（
紙
敷

土
地
区

画
整

理
事

業
地
内

）

○

北
総
開

発
鉄

道
沿
線

の
交

通
条
件

を
考
慮
し
た
、
市
街
化
調
整
区
域
の

方

同
性

の
検
討

母

子

家

庭

・

父

子

家

庭

等

児

童

に

入

学

・

就

職

祝

金

を

支

給

こ

の
４
月

に
、
小

・
中

学
校
と

高

等
学

校
（
各

種
学
校

等
含

む
）
に
入

学

す

る
児
童
と

、
中

学
校
を

卒
業
し

て

就
職

す

る
児

童

の
い

る
母

子

・
父

子

家
庭

等
に
祝

い
金
を
差
し
上
げ
ま
す

。

対
象
３
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住

所

が
あ
り
引

き
続

き
居
住

見
込

み
の

母
子

家
庭

と
父
子

家
庭

支
給
額
入

学

＝
八
千
円

、
就

職

＝
七

千
円

（
各

児
童
一
人
に
つ
き
）
　
必
要
書
類
等

①
３

月
１
日

以
降

に
発
行

さ

れ
た
住

民
票

（
家

族
全
員

。
た

だ
し
、
母

子

福
祉

推
進
員

を
経

由
し

て
申
請

す
る

場
合
は
不
要
）
②
印
鑑
③
扶
養
者
名

義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
は
除
く
）

④
高
等
学
校
入
学
の
場
合
は
入
学
許

可
証

等

の
写

し
⑤
就

職

は
採
用

（
内

定
）

通
知

書
の
写

し

惠

３
月
１
日

丱
～
８
日

丱
の
間
に

、

母
子

家

庭
は
福
祉

事
務
所

（
昔
3
6
6
・

7
3
4
9

）
、
父
子

家
庭

は
援
護
課

（
昔
3
6
6
・
7
3
4
7

）

の
各
窓

口
へ

平
成
1
1
年
度
自
転
車
駐
車
場
（
定

期

使

用

）

の

公

開

抽

選

会

平
成
1
1
年
度
（
使
用
期
間
＝
４
月

１
日
～
翌
年
３
月
3
1
日
）
の
駐
車
場

定
期

使
用

者
募

集
で
、
募

集

定
数
を

超
え

る
応

募

の
あ
っ
た

駐
車
場

に

つ

い
て
、
公

開
抽
選

を
行

い
ま
す

。

日
時
２
月
2
6
日
蚩
午
後
１
時
～
３

時

会

場
市
役

所

安
全
課

（
本
館

三

階
）
　

対

象

①
松
戸

駅
東
口

②
馬

橋

駅
西

口
③

八
柱

駅
南
口

第
一

④
八
柱

駅

北
口
第

一
⑤

八
柱
駅

北
口
第
二

の

各
目
転
車
駐
車
場
抽
選
方
法
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
に
よ

る
無
作
為

抽
選

※
定

数

に
満
た

な

い
駐

車
場

に
つ

い

て
は

、
後
日

追
加

募
集

を
し
ま

す
。

真
姿

全
課

昔
3
6
6
・
７
３

４

卜

平

成
1
1
年

度
雑

草

刈

取

指
定

業

者

を

募

集

指
定
を
希
望
す
る
業
者
は
３
月
５

日
窗
ま
で
に
、
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

黯
環
境
管
理
課
環
境
衛
生
係

昔
3
6
6
・

４

月
1
1
日

甘

は

千

葉

県

議

会

議

員

一

般

選

挙

の

投

票

日

で

す

投
票
で
き
る
人
昭
和
5
4
年
４
月
1
2

日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平
1
1
Ｈ
年
１
月

１

日
ま

で
に
松

戸
市

に

転
入

の
届
け

出

を
し

、
引

き
続

き
居

住
し
て

い
る

人※
千

葉
県

の
他

の
市
区

町

村
の
選

挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
、

平
成
1
1
年
１
月
２
日
以
降
に
松
戸

市

に
転
入

の
届
け

出
を
し

た
場

合

は

、
前
住
所

地

で
の
投
票

（
松

戸

市

が
発
行

す

る
居

住
証
明

書

が
必

要
）

と
な

り
ま

す
。
こ

の
場

合
、

本
人
が
登
録
地
の
市
区
町
村
に
投

票
用

紙
を

請
求

す
れ

ば
松

戸
市

で

不
在
者
投
票
が
可
能
で
す
。

育
市

選
挙
管

理
委

員
会
事

務
局

昔
3
6
6

建

築
物

防

災

週

間

中

、

防

災

査

察

を
行

い
ま

す

３
月
１
日
菲
～
７
日
㈲
は
建
築
物

防
災
週
間
で
す
。
期
間
中
、
市
で
は

病
院
・
デ
パ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
・
学
校

等
の
特
殊
建
築
物
を
対
象
に
、
防
災

査
察
や
落
下
物
調
査
を
行

い
ま
す
。

安
全
な
街
づ
く
り

の
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

圃
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

登
3
6
6
・

農

地

転

用

等

の

許

可

申

請

・

届

出

添

付

書

類

が

一

部

変

更

に

農

地
法

の
一
部

改
正

に
伴

い
、
平

成
1
1年

２
月

１
日

か
ら

、
農
地

転
用

等
の
許
可
申
請
書
お
よ
び
届
出
書
に

添
付

す
る
書

類

が
一
部

変
更
と

な
り

ま
し

た
。

舞
市

農
業
委

員
会

事
務

局

昔
3
6
6・
７

森

の

ホ

ー
ル
2
1
情

報

セ

ン

タ

ー

休

室
の

お

知

ら

せ

森
の

ホ
ー
ル
2
1情
報
セ
ン

タ
ー

は
、
機
器
入
れ
替
え
の
た
め
次
の
期

間
休
室
し
ま
す
。

期
間
４
月
１
日
米
～
2
0日
天

鶩
森
の
ホ
ー
ル
2
1情
報
セ
ン
タ
ー
昔

3
8
4
・
5
0
5
0

重
視
す
る
点

都
市
経
営
の
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み

多
様
な
都
市
づ
く
り
主
体
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ

身
近

な
暮

ら
し
の
環
境

が
充
実
し

た
都
市

・
日
常
生
活
圏
で
の
生
活
利
便
性
の
向
上

・
安
全
性
の
高
い
生
活
の
場
の
確
保

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

・
快
適
で
多
様
な
魅
力
を
持
つ
生
活
の
場
の
確
保

水

・
み

ど
り
・
歴

史
資
源
を
大
切

に
し

た
都
市

・
貴
重
な
自
然
資
源
の
保
全
・
創
出

・
個
性
あ
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間
づ
く
り

・
自
然
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
交
流
拠
点
づ
く
り

交
流
を
支
え
る
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
体
系
を
備
え
た
都
市

・
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

・
広
域
的
な
自
動
車
利
用
の
利
便
性
の
向
上

・
骨
格
的
な
幹
線
道
路
網
の
整
備

・活

力
と
交
流
を
も
た
ら
す
産
業
環

境
を
整
え

た
都
市

・
商
業
・
業
務
拠
点
の
育
成
・
整
備

・
工
業
拠
点
の
環
境
整
備

・
農
地
の
多
面
的
な
利
用
に
よ
る
保
全
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「
素
案
」
に
対
す
る
主
な
意
見

昨
年
1
0月
に
公
表
し
た
「
素
案
」

に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
ハ

ガ
キ
、
地
域
別
説

明
会
な
ど
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の

う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

1
。
全
体
構
想
へ
の
意
見

①
将

来
の
方

向
性

に
つ
い

て

○
生

活
者

の
視
点

に
立

っ
て
身

近
な

環
境

の
整

備
を
進

め
、
住

み

よ

い
ま

ち
に

し
て

ほ
し

い
。

○
緑

や
水

を
大
切

に
し

た
自

然
と
共

生
で

き

る
ま
ち

づ
く
り

が
必
要

。

○

大
規

模
な
開
発
に
は
反
対

で
あ
る
。

○

バ
リ

ア
フ
リ

ー
な
ど

、
福

祉
の
ま

ち

づ
く
り

が
重
要

。

○
隣

接

都
市
と
の
連
携

や
調

整
な
ど
、

広
域

的

な
取

り
組

み

が
必
要

。

○
人
ロ

フ
レ

ー
ム
五
十
万

人

は
達
成

で

き
る

の
か
。

②

都
市
の
拠

点
に

つ
い

て

○
松

戸
駅

を
は

じ
め
と

す

る
各

駅
周

辺

の
整
備

。

○
北

松
戸

駅
西

口
周
辺

整
備

へ
の
疑

問
と

期
待

。

2
1世

紀
の
森

と
広
場

の
保

全

や
整

備

の
継

続
、

ア
ク
セ

ス
の
改

善
。

③
個

別
の

方
針

に
つ
い

て

○

交
通
基

盤

の
整
備

（
特
に

幹
線

道

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
素
案
」
に
対
す
る

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
地
域
別
説
明
会

路
の
整
備
と
歩
行
者
が
歩
き
や
す
い

道
づ
く
り
へ
の
意
見

が
多
数
）

○
緑
地
の
保
全
、
河
川
の
浄
化
、
公

園
の
整
備
な
ど
。

○
防
災
性
の
強
化
。

２
。
地
域
別
構
想
へ
の
意
見

▼
松

戸
地

域

○
松

戸
駅
周

辺

の
交
通

基
盤
整

備

、

歩

き
や
す

さ
の
改

善
、

駅

の
出
口

の

新
設

、
景
観

の
改

善
な

ど

。

○
坂

川
沿

い
の

道
路
整

備

。

▼
矢

切

地
域

東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
よ
る
分

断

や
環

境
悪

化

に
対
す

る
配
慮

を

。

○
低
地
部
の
方
回
性
を
ど
う
す
る
か
。

▼
明

地

域

○
み
の
り
台
駅
周
辺
の
広
場
の
整
備

や
商

業
地

の
拡

大
。

○
幹

線

道
路

の
渋
滞

、
騒
音

な
ど

が

問
題

。

い
つ
整

備
さ

れ
る

の
か
。

▼
古

ヶ

崎
地

域

○

歩
道
を

整
備

し
て

ほ
し

い
。

○

建
ぺ

い
率

・
容
積

率
を
上

げ
て

ほ

し

い
。

▼
新

松

戸
地

域

○
新
松
戸
駅
周
辺
の
交
通
基
盤
整
備
、

歩

道
の
整

備
、

景
観

の
改
善

な
ど

。

○
け
や
き
通
り
の
延
伸
に
対
す
る
賛

否

。
▼
小

金

地
域

○
歴

史
資

源

の
保
全

。
周
辺

の
開

発

は
配

慮

を
。

○
幹

線

・
生
活

道
路

、
歩

道

の
整
備

。

▼
馬
橋

地
域

○
馬

橋
駅

東
口

の
整
備

。

○
馬
橋

駅
に
至

る
バ
ス
交

通
の
改
善

。

▼
小

金

原
地

域

○

バ
ス
交

通

の
改
善

。

○

セ
ン

タ
ー
地
区

の
再

開
発

、
小

金

原
公

園

の
再

整

備
な

ど
。

▼
常

盤
平

地

域

○

幹
線

道
路

の
渋
滞

の
解
消

、
歩

行

者

が
歩

き
や
す

い
道

づ
く
り

。

○
下

水
道

の
整

備
。

▼
六
実
地
域

○
歩
行
者
が
歩
き
や
す
い
道
づ
く
り

や
幹
線
道
路
の
拡
幅
。

▼
東
部
地
域

○
北
総
開
発
鉄
道
の
駅
周
辺
の
開
発

や
歩
き
や
す
い
道
づ
く
り
。

○
バ
ス
交
通
の
改
善
、
幹
線
道
路
の

整
備
な
ど
。

３
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
現

に
対
す
る
意
見

○
計
画
が
実
現
で
き
る
よ
う
努
力
し

て

ほ
し

い
。

○

財
政
的
な
裏
付

け
の
検

討
が
必
要

。

○

市
民
参

加

に
つ

い
て
は

、
期
待

し

て

い
る
の
で
、
推
進
し
て
ほ
し
い
。

○
計
画
の
優
先
順
位
や
実
現
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
示
す
こ
と
が
必
要
。

４
。
計
画
の
わ
か
り
や
す
さ
に

つ
い
て
の
意
見

○

計
画

が
抽
象

的
で

具
体

性
に
欠
け

て

い
る
。

○

文
章

・
言
葉

が
専

門
的

で
難
し

い
。

カ

タ
カ
ナ
語

を
使

い
す

ぎ
る
。

○

図
面

が
見

づ
ら

い
。
位
置

を
特

定

し

づ
ら

い
。

○

用
語

解
説

は
、
理

解
を
助

け

る
の

に
役

に
立

っ
た
。

意
見
に
対
す
る
対
応

市
は

、
都

市
計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン

の
「
案
」
の
作

成
に
当

た
っ
て

、
い

た

だ

い

た

多

く
の

ご

意

見

を

検

討

し

、
で

き

る
限
り
反

映
で

き

る
よ
う

努

め
ま
し

た

。

先
に

掲

げ
た
意
見

な

ど
に
対

す

る

市

の

考
え
方

と

、「
案
」
の

策
定

に
お

け

る
主

な
修
正

点
に

つ
い

て
説

明
し

ま

す

。

○
広
域

的
な

連
携
に

つ

い
て
基
本

課

題
の
文

章
な

ど
を
修
正

し

ま
し

た
。

○
人
口
の
設
定
は
、
そ
の
考
え
方
を

わ
か

り
や
す

く
伝
え

る
た

め
、

説
明

図
を
付

け
加
え

ま
し

た

。

②
拠
点

の
整

備
に
つ

い
て

○

各
駅
周
辺

の
整
備

に

つ

い
て

は
、

本
文

の
さ
ま

ざ
ま

な
個
所

で
す

で
に

記
述
済
み

で
あ

る
と
判
断
し
ま
し
た

。

○
北
松

戸
駅

西
口
周

辺

の
整
備

は
、

「
訪

ね
て

よ

い
ま
ち

」
の
実
現

の
た
め

に
も

必
要

で
あ

る
と
考
え

て
お
り

、

長
期

的
な
視

点
に

立

っ
て
育
成

・
整

備
し

て

い
く

方
針

で
す

。

○
2
1
世
紀

の
森
と

広
場

へ
の
交

通
に

つ

い
て
、
公

共
交
通

機

関
の
整

備
方

針
に

盛
り
込

み
ま
し

た

。

③
個

別
の
方

針
に
つ

い
て

○

い
た
だ

い
た
意
見

を
参

考
に

個
別

の
方

針
に

つ

い
て
さ
ら

に
検
討

を
加

え

、

都
市
計

画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ
ン
に

反

映

さ
せ

る
こ
と

を
試

み
ま
し

た
。

地 域 区 分 と ３ つ の ま と ま り

総合計画に示される、充実した生活都市づくリの実

現に向け、生活に身近な地域を形成し、地域の特性を

生かし た個性あるまちづ＜リを進める ため 、11の地域

区分を用いています。

３
。
プ
ラ
ン
の
実
現
に
つ
い
て

○
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

都
市
や
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
や
都
市

整
備
の
基
本
的
な
方
向
を
示
す

も
の

で
あ
り
、
個
別
具
体
の
事
業
や
施
策

を
細
か
く
規
定
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

○
財
政
的
な
厳
し
さ
を
踏
ま
え
都
市

経
営
の
視
点
を
重
視
し
て

い
ま
す
。

４
。わ
か
り
や
す
さ
に
つ
い
て

○
難
し

い
語
句
、
カ
タ
カ
ナ
語
は
で

き
る
だ
け
や
さ
し
く
言
い
換
え
ま
し

た
。
ま
た
、
全
体
を
「
で
す
・
ま
す

調
」
に
書
き
換
え
ま
し
た
。

これまでの経過と

今後のスケジュール 。

川

の
手

の
ま

ち

○
ど
う

し
て

も
使

わ
な
け

れ

ば
な
ら

な

い
専

門
用
語

や

固
有
名

詞
に

つ

い

て
は
用

語
解

説
を
付

け
ま
し

た

。

○
金

体
の
見
取
り
図

や
方
針
図
な

ど
、

図
面
を

増

や
し

ま
し

た

。

案

を

縦

覧

し

ま

す

「
松

戸
市

都

市

計
画

マ
ス

タ

ー
プ
ラ

ン
（
案
）
」

を
、
次

の
と

お

り
縦

覧
し

ま

す

。

期
間
…
２
月
2
5
日
（
木
）
３
月
1
1
日
木

時
間
：
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

（
閉
庁
日
を
除
く
）

会

場
・
：
市

役
所

都

市
計

画
課

奎

又
所

・
図

書
館
（
本

館

・
分

館
）
で

も

同

じ
も
の

を
ご

覧
に

な

れ
ま
す

。

な

お
、
都

市
計
画

課

・
支

所
で

は

貸

し
出

し

も
行

い
ま
す

。

〔平成7 年度〕現 況把握

〔平成8 年 度〕都市計画マスタープラン｢ 検討案｣ の作成

〔平成9 年度〕都市計画マスタープラン｢ た たき台｣ の 公表

閲覧 ・貸し 出し(2/2 ～3/31) 、市民意見 の募集(2/

2～4/30) 、地 域別説明 会の 開催(2/ﾜ ～14)

〔平 成10 年 度〕都 市計画 マスタ ープ ラン｢ 素案｣ の 公表

広報 特集 号の発行(10/10) 、閲覧 ・貸し 出し な ど

(10/12 ～26) 、｢素案｣ 地域 別説明会 の開 催(10/14

～24) 、ハガ キアン ケート(10/12 ～30) 、｢素案｣ に

対する公聴会の開催(11/21）

都市計画 マス タープラン｢ 案｣ の 公表

閲覧 ・貸し 出し など(2/25 ～3/11)

〔平 成11 年 度〕都 市計画審議 会に付議

都市計画 マ スタープラン の決定・ 公表

留

守
家
庭
児

童
会
（
学
童
保
育
所
）
で
は
、
共
働
き
家
庭
な

ど
の
児
童

を
学
校
の
放

課
後
に

お
預
か
り
し
て
い
ま
す

。

対

象
小

学

一
年
上

二
年
生
　

定
員
各
四
十
人

（
稔
台

・
常

盤
平

・
八
柱
は

各
六
十
人

）

※
○
印
は

学
校
敷
地
内

、
○
印
は
学
校
余
裕
教

室

※
関
係
小
学
校
と
は

、
各
学
童
保
育
所
へ
入
所
し

て
い
る
児

童
が
通
学
し
て
い

る
小

学
校
で
す

（
ほ
か
の
小

学
校
か
ら

の

入
所
も
可

能
で
す
）
。

馥
こ
ど
も
課
管
理
係

登
3
6
6
・
7
3
5
4

１
。
全
体
構
想
に
つ
い
て

①
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て

○

身
近
な
環
境
整
備
、
水
や
緑
を
大

切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
で
あ

る
と
の
認
識
は
同
じ
で
あ
り
、
将
来

都
市
像
や
基
本
方
針
の
大
き
な
柱
に

据
え
て

い
ま
す
。

○
大
規
模
開
発
に
つ
い
て
も
同
様
で
、

今
後
は
郊
外
開
発
か
ら
既
成
市
街
地

の
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
に
重
点
が
移

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
訪
ね

て
よ
い
ま
ち
」
に
つ
い
て
は
、
土
地

利
用
の
調
和
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、

拠
点
の
育
成
や
幹
線
道
路
の
整
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
方
針
と
し
て
い

ま
す
。

○
福
祉
に
つ
い
て
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
生
活
拠
点
な

ど
の
施
策
を
充
実
し
ま
し
た
。

○
詳
細
は
省
略
し
ま
す
が
、
計
画
に

具
体
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
各
地
域

で
「
主
要
な
取
り
組
み
」
を
明
示
し

ま
し
た
。

２
。
地
域
別
構
想
に
つ
い
て

みどりのまち

歴史のまち

留守家庭児童会（学童保育所）のご利用を
名 称 電 話 住 所 関係小学校

上 本 郷 第 二

名 称 電 話 住 所 関係小学校

)栗ヶ 沢

)小 金

稔台

常盤 平

)上本 郷

)小 金 原

)根木 内

馬 橋

胡録 台

高 塚

)古ヶ 崎

)牧 の原

)寒風台わんぱ＜

)たん ぽぽ

新 松戸

小 金北



広報ま つ ど1999 年(平成11年)2月25日

講
座
・
講
演

青

年

講

座

「

気

分

は

ソ

ム

リ

エ

～

ワ

イ

ン

と

チ

ー

ズ

の

知

識

を

学

ぶ

」

３
月

９
日

㈹
・
1
6日

㈹
〔
全
二

回
〕
、

午
後
７
時
～
８
時
3
0
分
会
場
女
性

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
講
師
㈹
日

本
ソ
ム
リ
エ
協
会
・
佐
藤
秀
良
氏

対
象
二

十
歳
以

上
三

十
歳
未

満

の
人

定
員
先
着
三
十
人
費
用
二
千
円
（
材

料
費

）

惠
電
話
で
青
少

年
会
館
登
旃
・

8
5
5
6
へ

吟

舞

・

新

舞

踊

初

心

者

講

習

会

①
３
月
２
日
㈹
午
後
１
時
～
３
時

②
３
月
９
日
㈹
午
前
1
0
時
～
正
午
③

３
月
1
6
日

㈹
午

後
１
時
～

３
時

会

場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
定

員
各
回
先
着
二
十
人
費
用
無
料

圃
電

話
で
松

戸
尾

上
会

・
山
下

容
涙

・
3
5
3
4

へ

松戸地域職業訓練センター(テクノ21)講座案内料

理

教

室
「

男

子

厨

房

で

輝

け

」

３
月

４
日

米

・
1
1日

水

・
1
8日
米

〔
全
三
回

〕
、
午

後
７
時

～
９

時

会

場
女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ
ど
　

内

容
①
講
義
「
と
も
に
暮
ら
す
～
夫
婦

ジ
ェ

ン

ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
」
②

実
技
「
オ

ヤ
ジ
の
味
で
家
庭
料
理
を
つ
く
っ
て

み
よ
う
」
③
実
技
「
大
切
な
人
に
味

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
よ
う
」
　
講
師

聖
徳

大
学

教
授

・
伊
藤

裕
子
氏

、
管

理
栄

養
士

・
長
束

直
美

氏
　

対

象
料

理
初
心
者
の
男
性
定
定
員
先
着
二
十

人
費
用
無
料
（
材
料
費
は
実
費
）

圃
電

話

で
女

性

セ
ン

タ
１

登

涙
・
8

7
7
8

へ

正

し

い

発

声

法

と

歌

指

導

３
月
５
日
糜
午
後
１
時
3
0
分
～
２

時
3
0
分
会
場
サ
ロ
ン
ひ
ぐ
ら
し
（
登

沺
・
9
9
9
1
）
　
講
師
バ
リ
ト
ン

歌
手
・
砂
田
直
規
氏
費
用
千
円
（
飲

み

物

付

き

）

Ｗ
後
藤
一
一
容
０
４
７
１
・
7
6
・
り
乙
９
乙
（
６

な

く

そ

う

差

別

と

偏

見

守
ろ
う
人
権

圃
市
民
相
談
室
人
権
担
当

容
沺
・

７

り
Ｉ

１

Ｑ

）

①3 月 ６日 出 「徳 川 昭武 の生 涯」

②3 月13 日出 「 戸定 邸 の建 物 につ いて 」

③3 月20 日出 「 戸定 邸 で の徳川 家 のく らし 」

時 間… 午後2 時 ～2 時40 分

会場…戸定邸「使者の問・従者の間」

講 師… 戸定 歴史 館 学芸 員

対 象…3 回 とも 受講 で きる 人

定 員… 先着15 人

費 用… 無料 （戸 定 邸入 館料 は 必要 ）

圉 電 話で戸 定歴史 館昔362 －2050 へ（1 回で

複数人の申し 込 みはで きま せん。月曜日 休館）

匝松戸地域職業訓練センター（松戸市小金原1 の19の3Q349

－3200 ）窓口で受講料を添え 、先着順で受け付け

※費用のうち （　）内は当会員事業所または当団体会員メン

バーの場合です。

や

さ
し

い
手

編

み

と
パ

ッ

チ

ワ

ー
ク

ギ
ル

ド
講

座

①
３
月
４
日
米
・
1
8日
水
午
前
９

時
～
正
午
②
３
月
５
日
金
・
1
9日
金

午
前
９
時
～
正
午
と
午
後
１
時
～
３

時
会
場
①
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

②
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
手

編
み
＝
襟
付
き
前
空
き
ベ
ス
ト
、
ギ

ル
ド
＝
タ
ウ
ン
バ
ッ
グ
と
ポ
ー
チ

持
ち
物
玉
つ
き
二
本
針
1
5号

・
は
さ

み
・
物
差
し
・
裁
縫
用
具
　
費
用
二

千
円

（
ほ
か
に
材
料
費
三
千
円
）

醫
松
戸
生
活
文
化
協
会
・
安
達
昔
匐

裸

婦

デ

ッ

サ

ン

会

３
月
1
6
日

㈹
午

後

２
時
～

４
時

丿

分

会
場

寺
嶋
文

化
会
館

（
柏

市
）

定
員
先
着
五
十
人
費
用
千
円

※
毎
月

第
三
火

曜
日

に
開
催

圃

電
話

ま
た

は
直
接

寺

島
文

化
会
館

公
０
４

７
１

・

印
・
ａ
ｕ
１
［
ａ
ｇ
Ｊ
へ

保
健
・
衛
生

骨
髄

バ

ン

ク

「
休

日

の

ド

ナ

ー

登

録

集

団

説
明

会
・
登

録
採

血

」

２
月
2
8日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
３

時

会

場
柏
市
教
育
福
祉
会
館

※
要
予
約

圃
電
話
で
県
保
健
予
防
課

昔
㈲
・
匐

・
２
６
２
２
、
嬾
骨
髄
移
植
推
進
財

団

圖
Ｏ
１
２
０
・
4
4
5
・
4
4
5
へ

お
知
ら
せ

臨

時

職

員

待

機

登

録

者

を

募

集

職

種

①

給

食
調

理
員

②

栄
養
士

勤

穗

場
所

車

内
の
小

・
中

学
校

奈
詳

細
は
お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

圃

３
月
1
2
日
原

ま
で
に

、
履
歴

書
（
写

真

付

き
）
を
直

接
ま

た
は
郵

送

で
〒

2
7
1
－
8
5
8
8

松
戸
市

根
本

三
五

六

京

葉

ガ
ス
Ｆ

ビ
ル
五

階
教

育

奮

貝
会

総
務
課

（
昔
屁

・
7
4
6
0

）

へ

知

的

障

害

児

の

た

め

の

水

泳

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

募

集

活
動
日
第
一
・
三
火
曜
日
の
午
後

３
時
～

３
時
4
0
分

と
午

後
４
時

～
４

時
4
0分

会
場

健
康

福
祉
会

館

ふ
れ

あ

い
2
2
　
内

容
知
的

障
害
児

（
三

歳

～
九
歳

）
の
た
め

の
ス
イ
ミ

ン

グ
（
水

泳

療
法
）

の
補
助

員

（
一
緒

に

プ
ー

ル
に
入

り
ま

す
）

圃

マ
ー

メ
イ

ド

ス
イ
ミ

ン

グ
・
大
川

昔
3
4
7
･
　
Iにａ（
ｑ
χ
）ｏ
８

千

葉

県

少

年

少

女

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

団

員

を

募

集

募

集

人
数

全
パ

ー
ト
若
干

名

対

象
県

内
在
住

ま
た

は
在
学

の
小

学
四

年
生
～
高
校
二
年
生
　
選
考
日
３
月

2
1日

雇
（
会
場

＝
千

葉
県
文

化
会

館
）

惠
３
月

８
日

側
ま

で
に

、
電
話

で
㈱

千
葉

県
文
化

振

興
財
団
千

葉
県

少
年

少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
事
務
局
登
㈲
・

叨一
・
〇

〇
７
７

へ

新

規

購

入
1
6
ミ

リ

フ

ィ

ル

ム

を

貸

し

出

し

ま

す

社
会

教
育
関

係

◇

純

が
く
れ

た
命

（
二
十
分

）

◇
わ

か
り
あ
え

る
季

節
（
五

十
二
分

）

◇

ド

ン
マ
イ

（
百
十

分
）

ア
ニ

メ

ー
シ

ョ
ン

◇
五
等

に
な

り
た

い

（
七

十
五
分

）

お
お
か
み

◇

い
じ
め

っ
こ

狼

と

ナ

ナ
ち

ゃ
ん

（
字

幕
入
り

、
二

十
四
分

）

※
貸
し

出
し

に

は
1
6ミ
リ

映
写

機
操

作

技
術
講

習
会

の
修
了

証

が
必
要

贄
社

会
教
育

課
市

民
文
化

係

容
莇
・

７

４

″
ｈ
。
り
乙

松

戸

市

観

光

協

会

推

奨

品

を

募

集
市
内
の
観
光
資
源
、
観
光
施
設
、

物

産
品
を
育

成
す

る
た

め
に
そ

れ
ら

の
中

で
優

秀
な

も
の
を
推

奨
し

ま
す
。

対

象
①

観
光
資
源

（
郷
土
芸
能

・

郷
土

文
化

・
無
形

文
化

財
な

ど
）
②

観
光
施
設
（
歴
史
的
な
寺
社
・
店
舗

・
史
跡
な
ど
）
③
物
産
品
（
土
産
物

・
特

産
品

な
ど
）
　
特
典

推
奨
状

、
推

奨

プ
レ

ー
ト
を
授

与
し

、
普
及

、
宣

伝
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

圉
３
月
1
9
日
ま
で
に
、
所
定
の
推

奨
審
査
申
請
書
・
審
査
料
（
①
②
一

万
五

千
円

③

一
万

円
）

を
添
え

て

、

直
接

松
戸

市
観

光
協

会
事
務
局

（
商

工

観
光
課
内

昔

莇
・
7
3
2
7

）

へ

ブ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦
に
ご
招
待

「
ふ
る
さ
と
球
団
」
を
目
指
し

て
い
る
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

の
ご
好
意
に
よ
り
、
読
売
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
と
の
オ
ー
プ
ン
戦
に
抽
選

で
五
十
組
（
百
人
）
を
ご
招
待
し

ま
す
。

日
時
…
３
月
2
2日
㈱
午
後
１
時
試

合
開
始

〔
雨
天
の
場
合
は
2
3日
㈹

に
順
延
。
チ
ケ
ッ
ト
有
効
〕

会
場
…
千
葉
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

圉

３

月
５

日

廊

〔
消

印
有

効
〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号

・
「
オ

ー
プ
ン
戦

希
望

」

を

記
入
し

て

、
〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸
市

根
本
三
八

七
の

五
松
戸

市

役

所
広

報
課
「

プ
ロ
野

球
オ

ー
プ

ン

戦
係
」（

昔
3
6
6
・
7
3
2
0

）
へ

※
当
選

者
の
発

表
は

、
招
待

券
の

発
送

を
も

っ
て
か
え

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま
す

。

あ
な
た
の
健
康
2
5
4

ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ

ア
タ

マ
ジ
ラ
ミ

は
コ

ロ
モ

ジ
ラ

ミ
に
比

べ
て
殺
虫
剤
に
弱

い
た

め
、

Ｄ

Ｄ
Ｔ
剤

の
頭

髪
へ

の
散
布

で
一

時

は
ほ
と

ん
ど
見

ら

れ
な
く

な
っ

て

い
ま
し

た

。
し

か
し

、
Ｄ
Ｄ

Ｔ

剤

の
使
用

中
止

に
よ
り

、
再

び
都

市

部
の
子

ど
も

た
ち
に

ア

タ
マ
ジ

ラ
ミ
の
集

団
発

生
が
見

ら
れ

る
よ

う

に
な
り

、
最
近

で

は
小

学

校
低

学
年

、
幼

稚
園

、
保
育
所

な

ど
の

子

ど
も

、
お
よ

び
そ

の
母

親

な
ど

の
頭

髪

に
発
生

が
増
加

し
、
各

地

で
流
行

を
繰
り
返

し

て

い
ま

す
。

こ

れ
は

、
東
南

ア
ジ

ア
な
ど

へ
行

っ
た
旅
行

者

が
持
ち
帰

る
よ
う

に

な

っ
た

の

が
原
因
と

考
え

ら

れ
ま

す
。

な
り
ま
す
。

現
在
、
国
内
に
あ
る
治
療
薬
で

は
ス
ミ
ス
リ
ン
パ
ウ
ダ
ー
が
有
効

で
す
が
、
し
か
し
、
指
示
ど
お
り

に
治
療
し
て
も
卵
は
殺
虫
剤
に
強

い
の
で
、
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
を
根
絶

す
る
に
は
卵
が
孵
化
し
て
幼
虫
が

出
現
し
て
い
る
十
日
～
二
週
間
後

に
、
再
び
薬
剤
を
使
用
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

感
染
経
路
は

ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
は
、
髪
に
直
接

触
れ
る
物
を
共
同
使
用
す
る
こ
と

で
感
染
し
、
ヘ
ア
ブ
ラ
シ
、
タ
オ

ル
、
ま
く
ら
、
寝
具
な
ど
を
介
し

て
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
プ
ー
ル

で
の
ロ
ッ
カ
ー
の
共
同
使
用
が
原

因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
直
接
頭

髪
と
の
接
触
に
よ
っ
て
も
感
染
し

ま
す
。

治
療
法
は

ア
タ
マ

ジ
ラ
ミ

は
耳

の
後
部

か

ら
後
頭
部
の
毛
髪
に
寄
生
し
、
頭

皮
に

針
状

の
囗
を

突
き
刺
し

て
吸

血
す

る

の
で
、
特

に
そ

の
部
分

に

強

い
か

ゆ
み
を
感
じ

る
よ
う
で
す

。

成
虫

の
寿
命

は
約

一
ヵ
月

で
、

そ

の
間

に
三
百

個

ほ
ど
の
卵

を
毛

髪

に

産
み
付

け
、
卵

は
七
～

十
日

で

孵
化

し
、
二

十
日

ほ
ど

で
成
虫

に

予
防

法
は

、
日

ご
ろ
か

ら
頭

髪

を
清
潔
に
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
す
。

毎

日
洗

髪
す

る
こ
と

、
目

の
細

か

い
す

き
櫛
で
頭

髪
を

丹
念

に
す
く

こ
と

な
ど
を
心

掛
け

ま
し

ょ
う

。

虫

が
駆

除
さ

れ
て
も
卵

の
抜
け
殼

は
長
期

間
頭

髪
に
付

着
し

て

い
ま

す

が
、
ヒ
ト

に
感

染
す

る
こ
と

は

あ
り
ま

せ

ん
の
で
治

療
は
不

要

で

す

。ま

た
、
親

が
子

ど
も

の
頭

に

ア

タ

マ
ジ
ラ
ミ

を
見

つ
け
て

も
、

差

別
を
恐

れ
て

学
校

や
幼
稚

園
に

知

ら
せ

な
か

っ
た
り

、
学
童

や
園

児

に
集
団

発
生

が
あ

っ
て
も

き
ち

ん

と
対
応

し

な

い
場

合
も

あ
る
よ

う

で
す

。
ア
タ
マ

ジ
ラ
ミ

を
根

絶
す

る
に

は

情
報
を

オ

ー
プ
ン
に
し

て
迅

速

な
対

応

が
必
要
で

す

。

（
松

戸

市

医

師

会

）

予

防
法

は

講 座 名 日 時 定員・費用

ワ
ー
プ
ロ

ー
パ
ソ
コ
ン
講
座

ワープロ ・パソコ

ン入門講摩
W  i n  d  o  ws95

入門講座

ワ ー プ ロ ソ フ ト

一 太 郎 入 門 講 座

ワープロソフト

Wo  r d 入門講座
表計算ソフトロータ

ス1-2-3,入門講座

表計算ソフト

エクセル入門講座

マッキントッシュパソコ

ン講座・初心者入門講座

高齢者向けパソコン 講座

ゆっくり楽しくパソコン

講座( 対象65 歳以上)
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ス

ポ
ー
ツ

ナ

イ

タ

ー

テ

ニ

ス

教

室
（
硬

式

）

４
月
～
1
1
月

の
毎
週

日

・
月

・
金

曜
日

の
希

望
曜
日
（
週
一
回

）
、
午

後

７
時
～
９
時
会
場
金
作
ヶ
公
園
庭

球
場
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

費
用
一
万
八
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）

惠
３
月

６
日

出

〔
必
着
〕

ま
で

に
、

往

復
（

ガ
キ
に
住

所

・
氏
名

・
電

話

番
号

・
希

望
曜
日
（
第
三

希
望
ま

で
）

・
返

信
用

あ
て
名

を
記

入
し

て
、

〒

2
7
0
－
8
6
9
1

松

戸
北

郵
便
局

私
書

箱
一
二
号
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平

木

（
昔
加

・
4
1
1
2

）

へ

リ

ズ

ム

体

操

体

験

教

室

３
月

３
日
～
3
1
日

の
毎
週

水
曜
日

〔
1
7
日
を
除
く
全
四
回
〕
①
午
前
９
時

丿
分
～
1
0
時
3
0
分
②
午
前
1
0
時
3
0
分

～
1
1
時
3
0
分
会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー
　
対
象
女
性
　
定
員
先
着
各

十
人
　
費
用
無
料

用
電
話
で
リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ
・
吉

田

登
3
8
4
・
2
7
6
2

（
午
後
７
時
以

降
）
へ

バ

ッ

ク

カ

ン

ト

リ

ー

ス

キ

ー

教

室

３
月
1
3
日
出

午
後
1
1
時
伊

勢
丹
松

戸
店
前
集
合
、
1
4
日
㈲
午
後
８
時
帰

着

予

足
　

内
容

グ
ラ
ン

デ
ル

ス
キ

ー

場
か
ら
西
吾
妻
山
へ
の
山
ス
キ
ー

対

象
高
校

生
以
上

の
人
　

定

員
先

着

三
十
五
人
　
費
用
一
万
一
千
円
（
交

通

費

・
ロ

ー
プ

ウ
ェ

ー
代

・
保
険

料

を

含
む
）

※
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

黯
松

戸
市

山
岳

協
会

・
高

橋

登
屁

・

野

球

場

利

用

チ

ー

ム

は

登

録

申

請

を運
動
公

園
野

球
場

の
土

・
日
曜
日

、

祝

日
お

よ

び
ナ
イ

タ

ー
と
江

戸

川
河

川

敷
野

球
場

の
日
曜

日

、
祝
日

の
貸

し

出
し

は
、

登
録
チ

ー
ム
に
よ

る
公

開
抽
選

で
決
定

し

ま
す

。
利
用

を
希

望
す

る
チ

ー
ム
は

登
録
し

て
く

だ
さ

受
付
日
時
第
四
月
曜
日
を
除
く
毎

日
、
午
前
９
時
～
午
後
８
時

受
付

会
場
運
動
公
園
内
ス
ポ
ー
ツ
課
抽

選
日
時
毎
月
１
日
（
５
月
分
に
つ
い

て
は
、
４
月
２
日
金
）
の
運
動
公
園

は
午
後
１
時
3
0分
か
ら
、
江
戸
川
河

川
敷
は
午
後
２
時
3
0
分
か
ら
　
抽
選

会
場
運
動
公
園
武
道
館
会
議
室

※
有
効
期
限
が
切
れ
た
チ

ー
ム
は
。

再
度
登
録
が
必
要

圜

ス

ポ

ー

ツ

課

登
3
6
3

・

０

び
ｎ
乙

４

１

催

し

物

野
鳥

観

察

会

３
月
７
囗
㈲
午
前
８
時
3
0
分
松
戸

駅
東
ロ
デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
前
1
1
時

3
0分
現
地
解
散
〔
雨
天
中
止
〕
　
会

場
市
川
市
大
町
自
然
観
察
園

持
ち

物
筆
記
具
・
観
察
用
具
な
ど
　
費
用

交
通
費
実
費

群
禪

ま
っ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

昔
3
4
5
・
ｎ
ＭＫ
６
４

戸り

喜

楽

家

バ

ザ

ー

３
月
６
日
出
午
前
1
0時
～
午
後
３

時

会
場
Ｐ

ブ
ラ
ザ

ー
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
五
香
店
（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
五

香
店
隣
）

憇

晋
楽
家
登
錮
・
9
9
5
1

（
月
曜

日
、
祝
日
を
除
く
毎
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）

千
葉
県
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
定
期
演
奏
会

３
月
2
8日
㈲
午
後
２
時
開
演

会

場
千
葉
県
文
化
会
館
　
費
用
無
料

ご

み

ツ

ア

ー

３
月
1
0日
水
午
前
８
時
5
0分
～
正

午
　
コ
ー
ス
市
役
所
（
集
合
）
～
日

暮
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
～
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
～
和
名
ケ
谷
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
～
市
役
所
（
解
散
）

対
象
市
内
在
住
の
人
（
乳
幼
児
の
参

加
は
不
可
）
定
員
先
着
二
十
人
三

十
人
以
上
の
団
体
は
別
途
申
し
込
み

可

。
申
し
込
み
人
数
が
十
人
以
下
の

場
合
は
中
止
し
ま
す
）
　
費
用
無
料

圃
３
月
５
日
窗
ま
で
に
、
電
話
で
清

掃
管
理
課

昔
莇
・
7
3
3
2

へ

矢

切
公

民

館

合
同

音
楽

祭

２
月
2
8
日
㈲
午
前
1
0
時
開
演
内

容
民
謡
・
合
唱
・
ギ
タ
ー
演
奏
な
ど

費
用
入
場
無
料

圃
矢
切
公
民
館
容
莇
・
1
2
1
4
（
第

四
月
曜
日
休
館
）

介

護

ミ

ニ

教

室

と

相

談

会

３
月
１
日

・
1
5日
、

４
月

５
日

・

1
9
日
の
各
月
曜
日
①
介
護
ミ
ニ
教
室

（
老
人
介
護
と
日
常
生
活
上
の
ノ
ウ
ハ

ウ
）
＝
午

前
1
0
時
～
正

午

②

介

護

相

談

＝
午

後
１
時

～
３
時

会

場
松
戸

栄
暮

ら
し

の
相

談
セ

ン
タ

ー

（
松

戸

栄
郵

便
局

ビ
ル
ニ

階
）
　

講

師
社
会

福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
店
員
①
先

着
十
人
②
先
着
二
人
費
用
無
料

※
①
②
ご
も
予
約
制

圃

電
話

で
松
戸

栄
暮

ら
し

の
相
談

セ

ン
タ
１

公

沺
・
6
6
1
2

へ

松

葉

豊

抽

象
水

墨

画

展

～

世

紀

末

的

現

象

３
月
４
日
米
～
1
6日
㈹
　
開
館
時

間
午
前
９
時
～
午
後
９
時

会
場
寺

嶋
文
化
会
館
へ
柏
市
）
　
費
用
無
料

圃
謝
寺
島
文
化
会
館

昔
０
４
７
１
・

町
・
6
1
5
3
　
　

。

市

役

所
へ

は
電

車

や

バ

ス
で

２
月

・
３
月
は
駐
車
場
が
特
に

混
雑
し
ま
す
の
で
、
ご
来
庁
の
際

に
は
電
車
・
バ
ス
等

の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

黯
管

財
課
庁
舎
管

理
係

昔
沺
・
７

このまちに人権文化を

築くために

今
回

か
ら
二

回
に
分

け
て

、
障

害
者

の
人
権
問

題
に

つ

い
て
考
え

ま
す

。
最
初

は
、
国

際
社
会

に
お

け
る
こ

れ
ま

で
の
取

り
組
み

を
中

心

に

ご
紹
介
し

ま
す

。

障
害

者
福

祉
の
理

念
は

、
障
害

の
有

無
に
関

わ
ら

ず
人
間

の
尊

厳

は
変

わ
り
な

く
、
個

人
は

か
け

が

え

の
な

い
存

在
と
し

て
尊
重

さ

れ

る
と
い
う
人
権
の
尊
重
が
基
盤
と

な

っ
て

い
ま

す

。
こ

れ

は
、
第
二

次
世
界

大
戦

後
、
国

連

が
採

択
し

た
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
源
と
な

っ
て

い
る
と

い
わ

れ
て

い
ま
す

。

こ

の
理

念
に
基

づ
き

、
一
九

七

一
年

（
昭
和
4
6
年
）

に
国

連
で

、

障
害

者
の
中

で
も
特

に
人

権

が
侵

害

さ
れ

や
す

い
知

的
障

害
者

の
権

利
を

擁
護

す
る
た

め
に

「
精
神

薄

弱
者

の
権
利

宣
言
」

が
採

択
さ

れ

ま
し

た
。
ま

た
、

そ
の
四

年
後

に

は

、
す

べ
て
の
障

害
者

の
権
利

を

擁
護

す

る
た
め

の
「
障

害
者

の
権

利
宣

言
」
が
採

択
さ

れ
て

い
ま
す

。

こ

の
宣
言

に
は

、
障
害

者

の
定

義

、

平
等
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

労

働
、
経

済
保

障
、
差

別
や
搾
取

か

ら
の
保

護
な

ど
が
う

た
わ

れ
て

い
ま
す

。

特
に
、

障
害
者

は
そ

の
人
間

と

し

て
の
尊

厳

が
尊
重

さ
れ
る
生

ま

れ
な
が
ら
の
権
利
を
有
し
て
お
り
、

そ

の
障
害

の
原
因

、
特
質

お
よ

び

程

度
に

か
か
わ

ら
ず
、

同
年
齢

の

市

民
と
同

等

の
基
本
的

権
利
を

有

す

る
と

あ
り
、
可

能
な

限
り
通

常

の
、
か

つ
十
分

満
た

さ
れ
た
相

当

の
生
活
を

送

る
こ
と

が
で
き

る
権

利

を
持

つ
と

さ
れ
、
障

害
者
福

祉

の
原
点
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

(同遠の人権のロゴマーク)
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し

か
し
「
障

害
者

の
権
利
宣

言
」

の
採

択
後
も

、
各
国

で

の
具
体

的

な
取
り

組
み

が
進

展
し

な
か

っ
た

た
め

、
国

連
は

、
一

九
八

一
年
（
昭

和
5
6年

）
を
「
国
際

障
害
者

年
」
と

し
て
定
め
、
「
完
全
参
加
と
平
等
」

を

テ
ー
マ

に
世
界

的
な
取

り
組

み

を
展

開
し
ま

し
た

。

「
完
全
参

加
」

と
は

、
障
害

者

も
社

会
を
構

成
す

る
一
員
と
し

て
、

障
害

の
な

い
人
と

同
じ

よ
う

に
社

会

、
経
済

、
文
化

、
そ

の
他

あ
ら

ゆ
る
分

野

の
活
動

に
参
加

す

る
機

会

が
与

え

ら
れ

る
と

い
う

こ
と

を

意
味
し

、「
平

等
」
と

は
、
同
年

齢

の
市

民
と
同

等

の
基
本

的
権
利

を

持
ち

、
障

害
を
持

つ
と

い
う

だ
け

で

の
理
由

に
よ

る

い
か
な
る
差

別

も
認

め
な

い
こ
と

と

い
わ
れ

て

い

ま

す
。

こ

の

「
完
全
参

加
と
平

等
」

を

実

現
さ
せ

る
た

め
に
国

連
は

、
一

九

八
三
年

（
昭
和
5
8
年

）
か

ら
の

十
年

間
を

「
国
連

・
障
害
者

の
十

年
」
に

、
ま

た
、
一
九
九
三

年
（
平

成
５

年
）

か
ら

の
十
年

間
を

「

ア

ジ
ア

・
太
平

洋

障
害
者

の
十

年
」

に

定
め

、
継
続

的
に

障
害
者

問
題

に
取

り
組

む
こ

と
に
し

ま
し

た

。

「
国

連

・
障
害
者

の
十
年

」
は
、

障

害
者
自

身

の
意
識

の
変
化

に
も

大

き
な
影

響
を
与

え

る
こ
と

に
な

り

、
障

害
者

は
力

強

く
活
動

を
開

始

す

る
よ
う

に
な
り

ま
し
た

。

こ

の
よ
う

な
国
際

社
会

の
動

き

に
呼

応
し

、
国
内

で

も
ノ

ー
マ

ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
理
念
が
広
が
り
は
じ
め
、

障
害
者

の
人
権

を
尊

重
す

る
思
想

か

次
第
に
根

づ

い
て
き
て

い
ま
す

。

円
◆

お
ま

る
五
百

円

・
千
五
百

円
◆

マ

マ
コ

ー
ト
千
五
百

円

こ
二
千

円
◆

電
動

搾
乳
器

千
円
◆

お
ん

ぶ
だ

っ
こ

ひ
も

無
料

・
五
百

円
四

点
◆

ウ
ェ

ス

ト

ポ
ー
チ
付

き
だ

っ
こ

ひ
も
二

千
円

◆

Ａ

型

ベ
ビ

ー
カ
ー
七

千
円
◆

Ｂ
型

ベ
ビ
ー
カ

ー
五
百

円
◆

Ａ
Ｂ
兼

用

ベ

ビ

ー
カ

ー
二
千
円
◆

湯

た

ん
ぽ
千
円

◆

ベ
ビ

ー
フ
ェ

ン
ス
五
百

円
◆

ペ
ビ

ー

サ
ー

ク
ル

ー
万

円
◆

ベ
ビ
ー

ゲ
ー

ト
二

千
円
◆

ク

ー

バ
ン
千
円
◆

ス
イ

ン

グ
ラ

ッ
ク
ハ

千

五
百

円

〔
ス
ポ
ー
ツ
用

品

・
楽
器

〕
幼
児
用

ス

ノ

ー
ボ

ー
ド
百
円
◆

幼

児
用

ス
キ

ー

ウ
ェ
ア
（
1
0
0
㌢
・
1
1
0
㌢
）
各
千
円
◆

女

性
用

ス
キ

ー
ウ
ェ

ア

（
ア
ン

ダ
ー

の
み

）
千
円
◆

子

供
用

ス

キ
ー

（
板

1
4
0
㌢
・
靴
2
2
㌢
）
セ
ッ
ト
千
円
◆
ス

キ
ー
（
板
1
7
5
㌢
・
靴
2
4
㌢
・
ス
ト
ッ

ク
）

セ

ッ
ト
六
千

円
◆

ゴ

ム
ボ

ー
ト

三
千
円

◆

ゴ
ル

フ

パ
ッ
ト
練
習

機
千

円
◆

ぶ
ら
下

が
り

健
康

器
無

料
◆

ル

ー

ム
ラ

ン
ナ

ー
無
料
◆

足
踏

み
式

健

康
器

具
千
円
◆

エ
ア

ロ
バ
イ

ク
三
千

円
◆

練
習

用

ド
ラ
ム

セ
ッ
ト
二

千
円

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

２

月
2
7日

出
午

後
５

時
～
９

時

会
場

森
の

ホ
ー
ル
2
1
　
費
用
三

千
円

（
食
事

・
抽
選

会

・
景

品
付

き
）

※
青
少
年
育
成
・
海
外
派
遣
資
金

圃
松
戸
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事

務
局

昔
3
6
9
・
2
7
3
7

（
月
～

金
曜

日

の
午
前
1
0
時
～

午
後

４
時
）

〔
日
用
雑
貨
〕
雛
人
形
七
千
円
・
一
万

円
三

点
◆

五
月
人
形

一
万

円
◆
女

性

用

カ
ジ
ュ

ア
ル

バ
ッ

グ
五
千
円
◆

女

性
用

エ
ナ

メ
ル

バ
ッ

グ
九
千
円
◆

ス

ポ
ー
ツ

バ
ッ

グ
無

料
◆

ア

タ
ッ
シ
ュ

ケ
ー
ス
三
千

八
百

円
◆

ビ
ジ
ネ

ス
革

カ

バ
ン
三
千

八
百

円
◆

ヘ
ル

ス
メ

ー

タ
ー
二
百
円

◆

都
市

ガ
ス
用
衣

類
乾

燥

機
一
万
円

◆

都
市

ガ
ス
用

ス
ト

ー

ブ
三

千
円
◆

卓

上
カ
セ

ッ
ト
コ

ン
ロ

千
円
◆

生

ゴ
ミ

処
理
器

八
千
円
◆

ミ

ニ

四
駆
コ

ー
ス
二

千
円
◆

写

具
引
き

伸

ば
し
機

無
料
◆

書

道
の
テ

キ
ス
ト

無

料
◆

ポ
ー

タ
ブ
ル
ト

イ
レ

と
杖

の

セ

ッ
ト
ハ

千
円
◆

大
人

用
紙

お
む

つ

Ｍ

サ
イ

ズ
四
十
枚

無
料
◆

耳

穴
式
体

温

計
三
千

円

・
五

千
円
◆

こ

た

つ
天

板

無
料
◆

こ
た

つ
敷

ふ
と

ん
二

千
円

◆

一
眼

レ
フ

カ
メ
ラ

一
万

円
◆

鳥

の

剥

製
無
料
◆

蒸
し

器
無

料
◆

プ
ラ

ス

チ

ッ

ク
製

折
り

畳
み
式

テ

ー
ブ
ル
と

い
す
千
円
◆
ハ
ム
ス
タ
ー
飼
育
セ
ッ

ト

無
料
◆

石
油

ス
ト

ー
ブ
無

料
◆

夕

イ

ヤ
チ

ェ

ー
ン
1
5
5
／
1
4／

Ｔ

３
無
料

・

莇
／
5
5
／
R
1
6
二
千
円

・
1
5
5
／
7
0

／
R
1
3
四
千

円

・
1
8
5
／
6
0
／
R
1
4
五

千
円

匣
２

月
2
7日

出

〔
当
日

消
印
有

効
〕

ま
で

に
、
（

ガ
キ
に
希

望
品
名

（
品

物

一
点
に

つ
き

一
人

一
枚
）
　・
価
格

・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
昼
間

お
勤
め

の
人

は
勤
め
先

の
電

話

毎
号
）

を
記

入
し

て
、
一１‐
2
7
1
－
0
0
7
3

松

戸
市

小
根
本

七

の
八
京

葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸
第
ニ
ヒ

ル
松
戸

市
消

費
生
活

課
消

費
生
活

係

へ

※
相
手

の
紹

介

は
月

初
め
に

抽
選
し

当

選
者

に
連

絡
し
ま

す

。
紹
介

後

は
自
主
交

渉

に
な
り

ま
す

。

品

物
を

譲
り

た

い
人

は
、

３
月
１

日
側

ま
で

に
、
電

話

で
申
し

込

ん
で

く

だ
さ

い
（
一
人
三

点
ま

で
）
。
３

月

2
5日

号
に

掲
載
し

ま

す
。
価

格

は
一

万

円

ま
で

で
、

衣
料
品

・
食

料
品

・

自

転
車

な
ど
は
扱

い
ま
せ

ん
。

黯
消

費
生
活

課

消

費
生
活
係

昔
莇

・

○
譲
り
ま
す

〔
家
具
〕
製

図
台

一
万

円
◆

本

棚
無
料

◆

押
人

れ
た

ん
す
無

料

∴
二
千
円
◆

米

び

つ
付

き
レ

ン

ジ
台

千
円

こ

一
千

円
◆

ソ

フ
ァ
五
千

円
◆

ダ
イ

ニ
ン

グ

テ

ー

ブ
ル
セ

ッ
ト
三
千

円
◆

シ
ン

グ

ル

ベ

ッ
ド
二
千
円

◆

台
所
用

す
き

間

ワ
ゴ
ン
千
円
◆
テ
レ
ビ
台
無
料

〔
電

気
用

品
〕
食

器

乾
燥
器
千

円
◆

衣

類
乾
燥
器
一
万
円
◆
全
自
動
洗
濯
機

四
千

円

・
五
千
円

◆
留

守
番

電
話

機

子

機
付

き
三
千
円

◆
炊

飯

ジ
ャ

ー
ニ

千
円

◆
２

ド

ア
冷
蔵
庫

千
五
百

円
◆

４

ド

ア
冷

蔵
庫
三

千
円

◆

エ
ア
コ

ン

三
千

円
◆

冷
温
風

扇
二

千
円
◆

カ
ラ

ー
テ
レ

ビ
1
4型
千

円

・
2
7型
千

円
◆

室
内

用
Ｂ

Ｓ

ア
ン
テ

ナ
四
千
円

◆

ゴ

ー
ス
ト
対
策
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
二
千
五

百
円

◆

ビ

デ
オ
エ
ン

フ
ァ

ン
サ

ー
ニ

千
五

百
円
◆

電
気

ポ
ッ
ト
千
円

◆
電

動
工

具
五

千
円
◆

ス
チ

ー
ム
ク

リ

ー

ナ

ー

一
万

円
◆

ス
ピ

ー

カ
ー
二

本
セ

ッ
ト

一
万

円
◆

コ

ー
ヒ

ー
メ

ー
カ

ー

千

五
百
円

二
点
◆

オ

ー

ブ
ン
ト

ー
ス

タ
ー
千
五

百
円
◆

ジ
ャ

ー
ポ

ッ
ト
三

千
円

◆
家

具
調

こ
た

つ

一
万

円
◆

ビ

デ
オ

ム
ー
ビ

ー
五
千
円

◆

ビ

デ
オ

デ

ッ
キ
千
円

〔
子
供
用
品
〕
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
五
百
円

・
二
千
円
・
五
千
円
二
点
・
一
万
円

◆

ベ
ッ
ド

メ
リ

ー
付

き

ベ
ビ

ー
ベ

ッ

ド
三
千
円

◆

ベ
ビ

ー
キ

ャ
リ

ー
千

円

二

点
◆

ベ
ビ

圭

フ
ッ
ク
四
千

円
◆

歩

行

器
五
百

円
◆

チ

ャ
イ
ル

ド
カ

ー
シ

ー
ト
五
百

円
◆

ベ
ビ
ー

エ
ア

ク
ッ
シ

ョ
ン
無

料
◆

ふ
ろ
用

子
供

い
す
三

百

円
◆
ハ
イ
ア
ン
ド
ロ
ー
チ
ェ
ア
千
円

◆

テ

ー
ブ
ル
付

き
チ

ェ

ア
二

千
円
◆

食
卓
い
す
五
自
円
◆
自
転
車
用
前
方

補

助

い
す
三
百
円

◆

ベ

ビ
ー

バ
ス
無

料

・
五
百

円
◆

ベ
ビ
ー

バ
ギ

ー
五

百

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

鵞
鰥
千
葉
県
文

化
振
興
財
団
千

葉
県
少
年
少
女

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

事
務
局
昔
㈲
・

２
・
0
0
7
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:国際社会における障害者福祉の取り 組み

間い合わせ

市民 相 談 室人 権 担 当　O366 ―7319

教育 委 員 会 企画 調 整 室人 権 担 当

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て



広報ま つ ど1999 年(平成11年)2月25日

見に行こう　聴いてみよう　 文化施設だより

市民会館

森のホール21

戸定歴史館

救急医療体制

松戸市の市外局番は０４７です。

松戸駅市民ギャラリー
期間　　　　3/4 ㈲まで　　　　　　　　3/5㈲～18㈲　　　　　　3/19R ～4/1㈲

パッチワーク半ルトミニ作品展パッチワークギルド展　　　　ネコの写真展｢猫道｣
東　圃角田Q366-4011　　　　 固]有坂S363-6ﾜ42　　　　 固渡辺宣登04ﾜ4-43 一ﾜ6ﾜ0

⑤] 贈 　 回 し

≒ 謚386
－3ﾜ10　　　

昌
岡S363-9848　　　　

醫高橋初江公362-ﾜ202

期　 間　　　　　　　　　　　　　　　　　 内　 容

3/ 畝火卜31 ㈲午後1 時 ハイビ ジョ ン映 像「 永遠の マエ ストロ ／イタ リ ア美術 紀行 ティ ツィア ー ノと

15 分 ・3 時15 分から ヴェネ チア りレネサン スの巨 匠 たち」 ＜上映 時 間引 分 ＞

上映（土・日･祝日は午　会場講堂　観覧無料

前11時からも上映）※講演会開催のため2/280日）、3/7（日）17衝の午後1時15分からの上映は中止

2/28(1日）!
第4 回学 芸員 連 続講 演会　 内 容2/28 「佐津 間城 跡 につい て 」（市立 博物 館学

・3/7
（9）・17

芸 員 ） ・3/ﾜ 「身 体を 伝える ～ 獅子 舞 の現 場 から 」（市 立博 物 館学芸 員 ） ・
團 〔全3 回 〕午後3/1ﾜ

「徳 川慶 喜 ・昭武 と写 真～古 写真 がも たら すもう 一 つの 歴史」（戸定 歴

30 分～3 時　　　　 史館学 芸員 ）　 会場 講堂　 定 員当 日先 着80 人　 費用 無料

教育展 「教 科書 のな かの道 具とく らし 」　 内容小 学 校社会 科の教 科書 に登場

3/14H日）まで　　　　 するひ と昔 前の 生活用 具 ・農具 の実物 を通し て当 時の 人々 のくらし を 考える

会場 企画展 示室　 観覧 無料

特別展 「貝 塚を 考える 」　 内容 幸田 貝塚 ・子 和 清水 貝塚 ・貝の花 貝塚な ど 松

3/27fcfc卜5/160 日）
戸の歴 史を 特徴 づける 貝塚 文化 につい てアジ ア の視点 から 紹介　 会場 企画 展

示室　 観 覧一 般300 円（240 円 ）・高 大学 生150 円（100 円 ）･小中 学生100 円（60

円）〔（　 ）内 は団 体料金 ／20 人以 上 〕

春 休 み一日 学芸 員　 内容学 芸員 の仕 事を実 際に 体験し なが ら 、博物館 の活動

3/28E 許
。　　　　 や役 割につ いて 学ぶ　 対象 小学校∠1～6 年 生　 定 員10 人（抽 選）
後iEM卜4 時 匣3 月19 日銜 までに､ 往復 ハガ 牛に住所 ・氏 名 ・学 年 ・電話 番号 を記入し て 、

〒2ﾜ0-2252 松 戸市千 駄堀6ﾜ1 市立博 物館 「春休 み一 日学芸 員」 係へ

江 戸時 代 旅装束 試着 体験 毎月第1 日 曜日 午後1 時｛ 時 ・3 時 ・4 時 から各 回男女 各1 人

胆 電話 で市立 博物 館試 着体験 係0384 ―8272 へ

休 館日 月曜 日 （祝日は 開館し 、翌日 休館 ） ・第4 金曜 日 ・年 末年 始(12/28 ～1/ ∠L）　 開 館時 間

午前9 時30 分～ 午後5 時 （入 館は 午後4 時30 分ま で）　 常設 展観覧 料一 般300 円(240 円）・高 大学 生

150 円（100 円卜 小中 学生100 円（60 円）〔（　 ） 内は団 体料 金/20 人 以上 〕

※毎 月第2 ・第4 土 曜日 は小中 学生 の観覧 は無 料で す。

ガイ ドツ アー（ 展示 解説 ）毎日 午前10 時 ・午後2 時から30 分 間 （参加者は 観覧 料が 必要 です）

21世紀の森と広場パークセンター

※住宅課Q366-7366 、商工観光課登366-7327

◆テレホン案内サービス　 、

〔当日の医療機関(待機病院､ 休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

登366 －0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

登365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

※終了時間間際に来られるときは、あ

らかじめ電話確認を

お気 軽にご 相談 ＜ださ い　３ 月 の相談あ んな い　　　 相談はすべて無料です。

博物館

市民劇場

文化ホールギャラリー

4/18(日)まで

徳川家のくらし

期間・催し物
内容

松戸徳川家の本邸 一戸定は、現在も明治17 年創建時の姿をよく残しています。
ここには江戸時代からの伝統を踏まえつつも 、明治時代ならではの徳川家の生活

があり ました。この展示では、松戸徳川家に伝来し た屏風・絵画 ・漆工芸などを
当時の写真などと共に屏示し 、明治時代の徳川家の生活を紹介します。

入館 時間

入館 料

健康保険所をお忘

れなく

展

示

観
察
会

相

談

期 間 内 容

松戸市書道展

明第1地区子供会作品屏

川村学園女子大学美術

作品展
聖徳大学美術部卒業製作展

松戸水彩会展
J
華 墨 会 水 墨 画 展

唄 の花 油絵 展

小 金原写友会写真展
閉館時間

健康カラオケコンテスト　　　　　　　 ｌ

外国人による日本語スピーチコンテスト｜

樋熊歌謡教室

ミルクフォーラムＩＮちば

ア・リトルコンサート

講演会　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ

健康カラオケコンテスト　　　　　　　｜

松戸市民吹奏楽団第16 回定期演奏会

社会福祉法人竹友会映画上映会「一本の

手」　☆

和名ヶ谷中学皎吹奏楽部定期演奏会

鬼 太 鼓 座 公 演 ☆

湯 浅 み つ 子 シ ョ ー　 秀 智 志 会20 周

年 記 念 チ ャ リ テ ィ ー 発 表 会　 ☆

ｷﾑ･ ヨ ン ジ ャ( 金 蓮 子) コ ン サ ー ト ☆

由 紀 さ お リ ・ 安 田 祥 子 童 謡 コ ン サ

ー ト ～ 歌 ・ う た ・ 唄 ～Vol.3　 ☆

島 倉 千 代 子 歌 手 生 活45 周 年 記 念 コ

ン サ ー ト　 ☆

白 鳥 英 美 子With ト ワ･ 工･ モ ワ ☆

第22 回 県 立 松 戸 国 際 高 校 吹 奏 楽 部

定 期 演 奏 会

熱 唱　 伍 代 夏 子199　 ☆

野 村 万 作 狂 言 の 会 ☆

フ ァ ミ リ ー の た め の 名 曲 コ ン サ ー

ト　 石 山 聡 ピ ア ノ リ サ イ タ ル　 ☆

森 の ホ ー ル21　 国 際 音 楽 祭　 ☆

春の小川ピアノ教室発表会

川島村楽器ピアノ発表会

つ く し が 丘 バ レ エ ス タ ジ オ 第4 回

発 表 会

Club DEC ３ 月 公 演 ☆

ピアノ発表会　　　　　　‾

市政 ・一 部

交 通 事故

法律相談

(予 約 制)

税 務 相 談

登 記 相 談

行政 相 談

住 宅 相 談

外国人相談

住宅ﾘﾌｫｰﾑ

労働相談
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